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Current Topics of Diets for Dysphagia in Specific Food Service 
Facilities, and its Development Using Local Food Products for 
the Elderly 
 







































く平成 72（2060）年には 75 歳以上人口が総人口
の 26.9％となり、4人に 1人が 75歳以上の高齢者
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ド」は、レベル 0からレベル 5の 6段階に分類さ
































































































 平成 28年 10月に、前期（65～74歳）及び後






＜表 3 食べづらいと思う食品・料理＞             n=9 
調査年齢 食べづらい食品、料理 





































































＜表 5 開発した嚥下食 13品の料理 １＞ 
















































＜表 5 開発した嚥下食 13品の料理 2＞ 






























＜表 6 食生活改善推進員による試食結果＞    ｎ=5（65歳～74歳・女性） 





あんかけピラフ 11（無回答ｎ1） 16 12(無回答ｎ１） 16 17 72 
氷見うどん入り茶碗蒸し 18 18 17 20 19 92 
和風キッシュ 18 17 15 16 17 83 
すり身の蕪蒸し 18 17 16 19 18 88 
米粉お好み焼き 15 16 16 18 16 81 
ほうじ茶ブラマンジェ 18 19 14(無回答ｎ１） 19 19 89 
りんごのゆずコンポート 17 18 16 18 17 86 
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